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ʲॹݴʳ

　ۙ年、গ子ྸߴԽのՃ଎によりҩ療・介護χーζ
が૿ٸすることが༧ଌされ、地Ҭҩ療ߏ૝の実ݱや
地ҬแׅέアシステϜߏஙのਪਐ、情報௨৴ٕज़

（*$5）のಋ入など、ҩ療ఏڙମ制が大きくมԽし
よ͏としている。೔本看護協会は、地Ҭแׅέアシ
ステϜのߏஙにともなって、療養の場がʮҩ療ػ関
かΒ生活の場ʯへҠ行するため、地Ҭにおける看護
活動を内容తにも、ྔతにも拡充する̍）、とද໌し
ている。一ํで、Ձ஋؍の多様Խや社会のҩ療に対
するҙࣝのߴまりによって、看護のχーζも多様で
ෳࡶになっている。また、情報௨৴ٕज़（*$5）の
さΒなる発ୡにより、社会生活がมԽするՄ能性が
えΒれ、看護師には社会情੎のมԽに対応できるߟ
看護実ફ能力がٻめΒれている。
　わがࠃの看護ૅج教育՝ఔは、看護師໔ڐऔ得લ

の教育՝ఔであり、文෦科学大ਉまたは厚生࿑ಇ大
ਉがࢦ定する保健師ॿ࢈師看護師学ߍ養成所におい
て行われている。2�11（平成23）年、文෦科学লは

ʮ大学における看護ܥਓࡐ養成のࡏりํに関するݕ
౼会（࠷ऴ報告）ʯ２）をまとめ、学士՝ఔ教育にお
いてコアとなる看護実ફ能力と卒業時౸ୡ໨ඪをࡦ
定した。その中で、社会の要੥に応えΒれる看護実
ફ能力として、۩ମతに਎につける΂き̑つの能力
成する2�の看護実ફ能力がఏߏを܈とそれͧれの܈
ࣔされている。その͏ͪ、ᶘ܈ʮࠜڌにͮجき看護
をܭ画తに実ફする能力ʯの一つであるʰܭ画తに
看護を実ફする能力ʱが൷൑తߟࢥにͮجく能力で
あることがࣔされている。൷൑తߟࢥとは、ʮ؍٬
తにものごとをとΒえ、多໘త・多角తにݕ౼し、
ద੾なج準にͮجき൑断しよ͏とするߟࢥʯ３）であ
る。そして、ʮh ૬手を൷൑するʱとい͏ことよりも
自෼のߟࢥについてҙࣝతにۛຯするϝλ認஌తࢥ
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ʲཁ　ࢫʳ

ʦ໨తʧ看護ૅج教育における൷൑తߟࢥ習得の研究動޲を文献調査により໌Βかにする。
ʦํ法ʧҩ中ࢽ XFC、࠷新看護ࡧҾ XFC、ϝディΧルΦンϥインを用いて、ʮ൷൑తߟࢥʯʮクリ

ティΧルシンΩンάʯʮ看護ૅج教育ʯをΩーϫーυとしてࡧݕして文献をநग़し、発ද時
。ଶ、学習活動に෼ྨしたܗ研究の対৅となった学年、授業、ظ

ʦ結果ʧ1�݅の文献をநग़した。2�12年Ҏ߱研究の実ࢪ਺が૿Ճ޲܏にあった。研究の対৅となっ
た学年と授業ܗଶの関係では、（３݅）ٛߨはいͣれも̍年生を対৅とし、演習（̑݅）
の͏ͪ４݅は２年生を対৅、ྟ地実習（2݅）は３年生と４年生を対৅としていた。学習ܗ
ଶは、άルーϓ学習を用いた学習活動が11݅で、ٛߨ・演習では授業後のʮ؍٬తでྫྷ੩
な൑断ʯʮ੣実さと他者をଚ重するଶ度ʯʮ໰୊解ܾのスΩルʯʮάルーϓ౼ٞのスΩルʯʮ論
理తߟࢥへの自৴ʯの得఺が༗ҙにߴく、ྟ地実習ではクリティΧルシンΩンάを࢖用す
る状況としてʮҙ׵ަݟʯʮ内লʯが報告されていた。

ʦ࡯ߟʧ看護実ફにおける൷൑తߟࢥ力の֫得については、学年ਐ行と授業ܗଶを関࿈ͮける޲܏
がࣔࠦされた。൷൑తߟࢥを習得する学習活動において、ٛߨ、演習、実習のいͣれの授
業ܗଶでも൷൑తߟࢥ力の֫得に༗効であるとࣔࠦされたのはάルーϓ学習であった。

Ωʔϫʔυɿ ൷൑తߟࢥɺ看護ૅج教ҭɺतܗۀଶɺάϧʔϓ学श
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看護ૅج教育における൷൑తߟࢥの研究動޲

。（ʯである４ߟ
　൷൑తߟࢥを用いることで、ҩ学・看護学の科学
తな஌ࣝだけでなく、それまでの看護実ફのݧܦを
ۛຯし、そこかΒಋきग़される結果と౷߹さͤた൑
断ج準にͮجき、多様でෳࡶなഎܠをもつ対৅への
。画తな看護実ફがՄ能となるܭ
　2�1�（平成2�）年、文෦科学লはʮ看護学教育Ϟ
デル・コア・ΧリΩュϥϜʯ̑）をࡦ定し、卒業時ま
でに਎につけておく΂きඞਢの看護実ફ能力を修得
するための۩ମతな学修໨ඪをࣔした。看護ૅج教
育՝ఔにおいて看護実ફ能力のશてを修得すること
はࠔ೉であり、看護実ફ能力のج൫となる能力の修
得を໨ࢦしている。看護実ફ能力のج൫の一つであ
る൷൑తߟࢥは教育Մ能なものとしてߟえΒれてお
り、スΩルをトレーχンάすることによって֫得で
きる、とされている̒）。看護ૅج教育において、൷
൑తߟࢥのスΩルをҙਤతにトレーχンάできる場
は授業であるが、授業時間だけでは時間の制約をड
けるため、効果తに൷൑తߟࢥを習得できるํ法を
。えるߟすることが重要であると౼ݕ
　そこで、本研究では、看護ૅج教育における൷൑
తߟࢥ習得の研究動޲を文献調査により໌Βかにす
することを໨తとした。

ʲํ๏ʳ

̍ɽ対৅文献
　文献ࡧݕのためのデーλϕースはҩ中ࢽ XFC、
Ҿࡧ新看護࠷ XFC、ϝディΧルΦンϥインを用いた。
2���年̍月かΒ2�2�年12月に発දされた文献を対৅
とし、ࡧݕ用ޠはʮ൷൑తߟࢥʯʮクリティΧルシ
ンΩンάʯʮ看護ʯを入力した。ҩ中ࢽ XFC では��
Ҿࡧ新看護࠷、݅ XFC では1�݅、ϝディΧルΦン
ϥインでは1�݅が֘౰した。ࡧݕ用ޠにʮ看護ૅج
教育ʯを௥Ճし、ҩ中ࢽ XFC では�3݅、࠷新看護
Ҿࡧ XFC では݅̕、ϝディΧルΦンϥインでは４
݅が֘౰した。࣍に、ҩ中ࢽ XFC と࠷新看護ࡧҾ
XFC、ҩ中ࢽ XFC とϝディΧルΦンϥイン、ϝディ
ΧルΦンϥインと࠷新看護ࡧݕ XFC の３௨りの૊
Έ߹わͤをつくり、重ෳしている文献を੔理して࡟
আした結果、ҩ中ࢽ XFC の�1݅と࠷新看護ࡧҾ
XFC の̍݅が֘౰した。なお、文献ࡧݕは2�21年
２月に行った。

２ɽ文献の෼ੳ
̍）෼ੳ対৅
　対৅となった文献�2݅の͏ͪ、ߜりࠐΈ৚݅とし
て、原著論文で XFC 上での本文ӾཡがՄ能である
こととした。ҩ中ࢽ XFC で��݅の文献が֘౰した。
࣍に��݅の文献を精読し、൷൑తߟࢥの習得につい
て調査していること、看護ૅج教育՝ఔの学生を対
৅にしている研究であること、を৚݅として1�݅の
文献をநग़し෼ੳ対৅とした。
２）෼ੳํ法
　൷൑తߟࢥ習得をূݕするために、Ҏ下の̓఺に
ண໨して෼ੳをした。

（̍�）2�11（平成23）年の文෦科学লʮ看護学教育
のࡏりํに関するݕ౼会（࠷ऴ報告）ʯをج準に
して、2���（平成12）年かΒ2�11（平成23）年、
2�12（平成2�）年かΒ2�2�（令和２）年の文献
਺をൺֱした。

（２�）対৅となった研究を学年で෼ྨした。
（３�）対৅となった研究をྖҬ・科໨で෼ྨした。
（４�）対৅となった研究を対র܈のઃ定の༗ແで෼

ྨした。
（̑�）対৅となった研究の調査内容をධՁํ法で෼

ྨした。
（̒�）対৅となった研究の授業ܗଶをٛߨ・演習・

ྟ地実習に෼ྨした。
（̓�）学習活動をάルーϓ学習あり・なしで෼ྨし

た。

ʲ݁Ռʳ

̍ɽ文献
　対৅となった文献�2݅の͏ͪ、ߜりࠐΈ৚݅とし
て XFC 上で本文がӾཡできる原著論文としたとこ
Ζ、ҩ中ࢽ XFC で֘౰した��݅の文献が֘౰した。
この��݅についてλイトル、ঞ࿥、本文を֬認し、
൷൑తߟࢥまたはクリティΧルシンΩンάの習得に
ண໨した調査である1�݅̓）ʙ22）の文献を研究対৅と
した（ද̍）。
２ɽ൷൑తߟࢥ習得のূݕ結果
　൷൑తߟࢥまたはクリティΧルシンΩンάに関す
る論文1�文献の発දの時ظは、2���（平成1�）年か
Β2�11（平成23）年文෦科学লʮ看護学教育のࡏり
ํに関するݕ౼会（࠷ऴ報告）ʯまでのظ間には４
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݅、その後の2�12年（平成2�）年かΒ2�2�（令和
２）年までは12݅であった。
̍）対৅学年
　̍年生は４݅、２年生（୹ظ大学をؚむ）は４݅、
３年生は３݅、４年生（大学Ҏ֎の看護ૅج教育՝
ఔ࠷ऴ学年をؚむ）は２݅であった。ෳ਺の学年を
対৅にしたものは、̍年生と２年生の調査が̍݅、
３年生と４年生の調査が̍݅、̍年࣍と４年࣍（ॎ
断調査）が̍݅であった（ਤ̍）。
２）ઐ໳ྖҬ・科໨
　調査対৅となったྖҬ・科໨ผの෼ྨでは、教養
科໨̍݅、教養科໨とઐ໳ૅج෼໺̍݅、ૅج看護
学̑݅、成ਓ看護学２݅、ࡏ୐看護論̍݅、ྖҬผ
ྟ地実習３݅、看護ૅج教育՝ఔ修ྃલ３݅であっ
た。
３）対র܈のઃ定
　1�݅の文献を対র܈のઃ定ผに෼ྨしたとこΖ、
対র܈をઃ定している研究は̔݅、対র܈をઃ定し
ていない研究は̔݅であった。
　対র܈ઃ定の内༁は、授業લ後が３݅（݅̍ٛߨ、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ら 2011㸦ᖹᡂ 23㸧年ᩥ㒊⛉学┬「看護学教⫱のᅾり

方に㛵する᳨ウ఍㸦᭱終報࿌㸧」までの期間には 4௳、 

その後の 2012年㸦ᖹᡂ 24㸧年から 2020㸦௧࿴ 2㸧年

までは 12௳であった。 

㸯㸧対㇟学年 

 1年生は 4௳、2年生㸦▷期大学を含む㸧は 4௳、

3年生は 3௳、4年生㸦大学以外の看護ᇶ♏教⫱ㄢ程 

᭱終学年を含む㸧は 2 ௳であった。」ᩘの学年を対

㇟にしたものは、1年生と 2年生のㄪ査が 1௳、3年 

生と 4 年生のㄪ査が 1 ௳、1 年ḟと 4 年ḟ㸦⦪᩿ㄪ

査㸧が 1௳であった㸦図㸯㸧。 

㸰㸧ᑓ㛛㡿ᇦ・⛉目 

 ㄪ査対㇟となった㡿ᇦ・⛉目別の分㢮では、教㣴

⛉目 1௳、教㣴⛉目とᑓ㛛ᇶ♏分㔝 1௳、ᇶ♏看護

学 5௳、ᡂ人看護学 2௳、ᅾᏯ看護ㄽ 1௳、㡿ᇦ別

臨地実習 3௳、看護ᇶ♏教⫱ㄢ程ಟ了前 3௳であっ

た。 

㸱㸧対↷⩌のタᐃ 

 16 ௳のᩥ⊩を対↷⩌のタᐃ別に分㢮したとこࢁ、

対↷⩌をタᐃしている◊✲は 8௳、対↷⩌をタᐃし 
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ද̍　ຊ研究ͷର৅ͱͳͬͨ��文ݙ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ら 2011㸦ᖹᡂ 23㸧年ᩥ㒊⛉学┬「看護学教⫱のᅾり

方に㛵する᳨ウ఍㸦᭱終報࿌㸧」までの期間には 4௳、 

その後の 2012年㸦ᖹᡂ 24㸧年から 2020㸦௧࿴ 2㸧年

までは 12௳であった。 

㸯㸧対㇟学年 

 1年生は 4௳、2年生㸦▷期大学を含む㸧は 4௳、

3年生は 3௳、4年生㸦大学以外の看護ᇶ♏教⫱ㄢ程 

᭱終学年を含む㸧は 2 ௳であった。」ᩘの学年を対

㇟にしたものは、1年生と 2年生のㄪ査が 1௳、3年 

生と 4 年生のㄪ査が 1 ௳、1 年ḟと 4 年ḟ㸦⦪᩿ㄪ

査㸧が 1௳であった㸦図㸯㸧。 

㸰㸧ᑓ㛛㡿ᇦ・⛉目 

 ㄪ査対㇟となった㡿ᇦ・⛉目別の分㢮では、教㣴

⛉目 1௳、教㣴⛉目とᑓ㛛ᇶ♏分㔝 1௳、ᇶ♏看護

学 5௳、ᡂ人看護学 2௳、ᅾᏯ看護ㄽ 1௳、㡿ᇦ別

臨地実習 3௳、看護ᇶ♏教⫱ㄢ程ಟ了前 3௳であっ

た。 

㸱㸧対↷⩌のタᐃ 

 16 ௳のᩥ⊩を対↷⩌のタᐃ別に分㢮したとこࢁ、

対↷⩌をタᐃしている◊✲は 8௳、対↷⩌をタᐃし 
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ਤ̍　研究ͷର৅学年

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ら 2011㸦ᖹᡂ 23㸧年ᩥ㒊⛉学┬「看護学教⫱のᅾり

方に㛵する᳨ウ఍㸦᭱終報࿌㸧」までの期間には 4௳、 

その後の 2012年㸦ᖹᡂ 24㸧年から 2020㸦௧࿴ 2㸧年

までは 12௳であった。 

㸯㸧対㇟学年 

 1年生は 4௳、2年生㸦▷期大学を含む㸧は 4௳、

3年生は 3௳、4年生㸦大学以外の看護ᇶ♏教⫱ㄢ程 

᭱終学年を含む㸧は 2 ௳であった。」ᩘの学年を対

㇟にしたものは、1年生と 2年生のㄪ査が 1௳、3年 

生と 4 年生のㄪ査が 1 ௳、1 年ḟと 4 年ḟ㸦⦪᩿ㄪ

査㸧が 1௳であった㸦図㸯㸧。 

㸰㸧ᑓ㛛㡿ᇦ・⛉目 

 ㄪ査対㇟となった㡿ᇦ・⛉目別の分㢮では、教㣴

⛉目 1௳、教㣴⛉目とᑓ㛛ᇶ♏分㔝 1௳、ᇶ♏看護

学 5௳、ᡂ人看護学 2௳、ᅾᏯ看護ㄽ 1௳、㡿ᇦ別

臨地実習 3௳、看護ᇶ♏教⫱ㄢ程ಟ了前 3௳であっ

た。 

㸱㸧対↷⩌のタᐃ 

 16 ௳のᩥ⊩を対↷⩌のタᐃ別に分㢮したとこࢁ、

対↷⩌をタᐃしている◊✲は 8௳、対↷⩌をタᐃし 
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ਤ̎　��文ݙͷतܗۀଶ
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看護ૅج教育における൷൑తߟࢥの研究動޲

演習̍݅、ྟ地実習1݅）、ディϕートݧܦの༗ແが
̍݅、ҟなる年度のಉ学年が̍݅、ಉじ年度のҟ学
年̍݅、ॎ断調査（̍年࣍と４年࣍）̍݅、教育ػ
関ผ̍݅であった。
４）調査内容
　調査内容ผの෼ྨでは、ط存のई度を中৺にした
調査は̓݅、学習活動時に࡞成したࢿྉや学習後の
レポートを中৺とした調査は３݅、自己ධՁを中৺
とした調査は̑݅、ई度։発が̍݅であった。
̑）教授ํ法と学習活動
　授業ܗଶの෼ྨでは、３݅ٛߨ、演習̑݅、ྟ地
実習２݅、ٛߨと演習の૊Έ߹わͤ２݅、演習とྟ
地実習の૊Έ߹わͤ̍݅であった。授業ܗଶのઃ定
がないものは３݅で、看護ૅج教育՝ఔ修ྃલの調
査であった（ਤ２）。
　学習活動の෼ྨでは、άルーϓ学習を調査対৅と
したことがهड़されている文献は݅̕であり、学習
活動のهड़のない文献は̓݅であった。ただし、学
習活動のهड़のない文献の内２݅はྟ地実習での調
査であり、ྟ地実習は看護実ફとΧンϑΝレンスで
成されるため、άルーϓ学習として෼ྨした。そߏ
の結果、άルーϓ学習を調査対৅とした文献を11݅

（ද２）とした。

ʲ࡯ߟʳ

̍ɽ研究の動޲
　本研究で対৅とした論文は、2���年Ҏ߱のもので
あった。1�文献の発දの時ظは、2���年かΒ2�11

（平成23）年文෦科学লʮ看護学教育のࡏりํに関
するݕ౼会（࠷ऴ報告）ʯまでのظ間には４݅、そ
の後の2�12年かΒ2�2�年までは12݅であった。
　文෦科学লにおける看護学教育に関するݕ౼では、
2��2（平成1�）年のʮ看護学教育のࡏりํに関する
会（第̍࣍）ʯ23）で看護実ફ能力の育成がऔり౼ݕ
上げΒれ、ʮ看護実ફを支えるٕज़学習߲໨ʯがࣔ
された。2���（平成1�）年の看護学教育のࡏりํの
関するݕ౼会（第２࣍）2�）では、看護実ફ能力の卒
業時౸ୡ໨ඪが໌֬Խされた。2��3（平成1�）年、
厚生࿑ಇলではʮ看護ૅج教育におけるٕज़教育の
ありํに関するݕ౼会報告ॻʯ2�）において、卒業時
఺の看護ٕज़の実ػࢪ会のݮগが՝୊としてఏࣔさ
れるなど、看護ٕज़習得についてݕ౼されていた。
この時ظは、ҩ療のߴ度Խ・ઐ໳Խに対応した看護、
者への対ױいߴԽにともなった看護のඞ要性のྸߴ
応がٻめΒれており、このことが看護実ફ能力の中
でも、卒業時までに習得す΂き看護ٕज़の教育に重

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ていない◊✲は 8௳であった。 

 対↷⩌タᐃの内ヂは、ᤵᴗ前後が 3௳㸦講義 1௳、 

演習 1௳、臨地実習 1௳㸧、ディ࣋ート経験の᭷↓が

1 ௳、␗なる年度の同学年が 1 ௳、同ࡌ年度の␗学

年 1௳、⦪᩿ㄪ査㸦1年ḟと 4年ḟ㸧1௳、教⫱ᶵ㛵

別 1௳であった。 

㸲㸧ㄪ査内容 

 ㄪ査内容別の分㢮では、᪤Ꮡのᑻ度を中心にした 

ㄪ査は 7 ௳、学習άື時にసᡂした㈨ᩱや学習後の

࣏ࣞートを中心としたㄪ査は 3 ௳、⮬ᕫ評価を中心

としたㄪ査は 5௳、ᑻ度開発が 1௳であった。 

㸳㸧教ᤵ方ἲと学習ά  ື

 ᤵᴗ形ែの分㢮では、講義 3௳、演習 5௳、臨地

実習 2௳、講義と演習の⤌ࡳ合ࡏࢃ 2௳、演習と臨

地実習の⤌ࡳ合ࡏࢃ 1௳であった。ᤵᴗ形ែのタᐃ 

がないものは 3௳で、看護ᇶ♏教⫱ㄢ程ಟ了前のㄪ 

査であった㸦図㸰㸧。 

学習άືの分㢮では、ࢢループ学習をㄪ査対㇟と

したことが記㏙されているᩥ⊩は 9 ௳であり、学習

άືの記㏙のないᩥ⊩は 7 ௳であった。ただし、学

習άືの記㏙のないᩥ⊩の内 2 ௳は臨地実習でのㄪ

査であり、臨地実習は看護実践と࢝ンフࣞ࢓ンスで

ᵓᡂされるため、ࢢループ学習として分㢮した。そ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の結果、ࢢループ学習をㄪ査対㇟としたᩥ⊩を 11௳

㸦⾲ 2㸧とした。 

 

䛆⪃ᐹ䛇 

 

㸯．◊✲のືྥ 

 ᮏ◊✲で対㇟としたㄽᩥは、2000年以㝆のもので 

あった。16ᩥ⊩の発⾲の時期は、2000年から 2011 

㸦ᖹᡂ 23㸧年ᩥ㒊⛉学┬「看護学教⫱のᅾり方に㛵

する᳨ウ఍㸦᭱終報࿌㸧」までの期間には 4௳、その

後の 2012年から 2020年までは 12௳であった。 

 ᩥ㒊⛉学┬における看護学教⫱に㛵する᳨ウでは、

2002㸦ᖹᡂ 14㸧年の「看護学教⫱のᅾり方に㛵する

᳨ウ఍㸦➨ 1ḟ㸧」23㸧で看護実践能ຊの⫱ᡂが取り上

られ、「看護実践をᨭえる技術学習項目」が♧されࡆ

た。2004㸦ᖹᡂ 16㸧年の看護学教⫱のᅾり方の㛵す

る᳨ウ఍㸦➨ 2ḟ㸧24㸧では、看護実践能ຊの༞ᴗ時

฿㐩目標が᫂確໬された。2003㸦ᖹᡂ 15㸧年、ཌ生

ປാ┬では「看護ᇶ♏教⫱における技術教⫱のあり

方に㛵する᳨ウ఍報࿌書」25㸧において、༞ᴗ時点の

看護技術の実施ᶵ఍のῶᑡがㄢ㢟としてᥦ♧される

など、看護技術習得について᳨ウされていた。この

時期は、་⒪の㧗度໬・ᑓ㛛໬に対応した看護、㧗

4 
 

ද̎　άϧʔϓ学शΛର৅ͱͨ͠研究ͷ学शޮՌ
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఺がஔかれる、とい͏ことにつながっていたとߟえ
Βれる。
　2���（平成2�）年には中ԝ教育৹ٞ会౴申ʮ学士
՝ఔ教育のߏஙに޲けてʯ2�）において、学習成果の
参ࢦߟ਑（学士力）がࣔされた。学士՝ఔにおける
看護ܥਓࡐの養成についても、看護ܥ大学生の学習
成果の۩ମతなୡ成ਫ準がݕ౼された。さΒに、
2�11（平成23）年には大学における看護ܥਓࡐ養成
のࡏりํに関するݕ౼会において、ʮ学士՝ఔにお
いてコアとなる看護実ફ能力と卒業時౸ୡ໨ඪʯ2�）

がࡦ定され、h 画తに実ફすܭき看護をͮجにڌࠜ
る能力ʱは൷൑తߟࢥにͮجくことがࣔされた。ಉ
時ظに、地ҬแׅέアシステϜが法཯上も位ஔͮけ
Βれ（2�11年）、多৬छ࿈ܞ・νーϜҩ療のਪਐや
めΒれる౳、社会のมٻなるҩ療҆શへの対応もߋ
Խにともなって看護師の໾ׂや活動場所は多様Խし、
看護師にはさま͟まな場໘でద੾な対応ができる看
護実ફ能力がٻめΒれるよ͏になった。これは、そ
れまでにٻめΒれていた看護実ફ能力とはҟなり、
ٕज़教育をもؚめた能力育成だとߟえΒれる。
　さて、ここで൷൑తߟࢥについてであるが、൷൑
తߟࢥは、ʮ؍٬తにものごとをとΒえ、多໘త・
多角తにݕ౼し、ద੾なج準にͮجき൑断しよ͏と
するߟࢥʯ2�）である。൷൑తߟࢥを習得することは、
看護実ફにおいて看護աఔをల։するだけでなく、
看護師が自Βのݧܦについてもৼりかえり、そのҙ
ຯをߟえ、ݧܦかΒ学習することにつながる。ݧܦ
かΒ学習したこともまた、看護師の൷൑తߟࢥのج
൫となるため、看護ૅج教育՝ఔにおいて学生が൷
൑తߟࢥを習得しておくことは重要である。
　൷൑తߟࢥの研究݅਺は2���年かΒ11年間で４݅
であったが、2�12年Ҏ߱の̔年間では12݅と૿Ճ܏
が看護ߟࢥにあった。2�11（平成23）年に൷൑త޲
実ફのج൫であることがࣔされ、2�1�（平成2�）年
には看護実ફ能力修得のための۩ମతな学修໨ඪと
してʮ看護学教育Ϟデル・コア・ΧリΩュϥϜʯが
の૿Ճの一Ҽとなっࢪ定された。これΒが研究実ࡦ
たとߟえΒれる。
２ɽ授業ܗଶかΒΈた学年と൷൑తߟࢥ習得の関࿈
　授業にはさま͟まなܗଶがあるが、看護学教育に
おいても、授業のܗଶは、学内におけるٛߨ、演習
などの授業と学֎におけるྟ地実習かΒ成り立って
いる2�）。ٛߨは教授者が学習者のલで教育内容をこ

と͹で఻える授業の様ࣜ3�）をいい、֓念֫得、஌ࣝ
習得がओ要໨తである学ߍ教育においては、このܗ
ଶをআ֎することはできない31）。演習は学内のࢪઃ
を࢖用した実ٕの修得を໨ඪとする授業32）で、ٛߨ
೉な教育内容に対して用いる多様なࠔଶでは修得ܗ
教育ํ法33）である。実習は、ٛߨや演習を௨して修
得した஌ࣝやٕज़を実ࡍのݱ場で活用、ల։するܗ
ଶの授業3�）である。
　本研究の対৅となった1�文献が研究の対৅として
いた授業ܗଶは、෼ྨすると３݅ٛߨ、演習̑݅、
ྟ地実習２݅、ٛߨと演習の૊Έ߹わͤ２݅、演習
とྟ地実習の૊Έ߹わͤ̍݅であった。授業ܗଶの
ઃ定がないものは３݅で、看護ૅج教育՝ఔ修ྃલ
の調査であった。
　授業ܗଶの෼ྨかΒは、൷൑తߟࢥを学習するの
に࠷もదしていると研究者Βがߟえたのは演習（̑
݅）、࣍に（３݅）ٛߨ、その࣍にྟ地実習（２݅）
であった。しかしながΒ、൷൑తߟࢥ習得のධՁに
用いΒれたํ法・ई度はす΂てҟなっていたことか
Β、授業ܗଶかΒ൷൑తߟࢥ習得のҧいをݟग़すこ
とは೉しいとߟえΒれた。
　それͧれの授業ܗଶにおいて、研究の対৅とされ
ていた学年の内༁は、（３݅）ٛߨではいͣれも̍
年生を対৅とし、演習では̑݅の͏ͪ４݅が２年生

（୹大生をؚむ）、ٛߨと演習の૊Έ߹わͤでは̍年
生と２年生を対৅としていた。演習とྟ地実習の૊
Έ߹わͤでは、２年生を対৅としていたが、ྟ地実
習のΈでは、３年生と４年生を対৅としていた。
　授業ܗଶと研究の対৅となった学年の૊Έ߹わͤ
かΒは、൷൑తߟࢥを学習するのにదしていると研
究者Βがߟえていたのは、̍年生では２、ٛߨ年生
では演習、３年生と４年生ではྟ地実習であった。
このことかΒ、対৅学年と൷൑తߟࢥの学習にదし
た授業ܗଶとのີ઀な関࿈がΈてとれる。
　̍年生ではٛߨにおいて看護実ફのૅجとなる֓
念や஌ࣝを学習し、２年生では演習においてط習஌
ࣝを応用して各ྫࣄの看護աఔをల։、３年生と４
年生ではྟ地実習においてط習の஌ࣝとٕज़を実ࡍ
のݱ場で活用、ల։する授業ܗଶが用いΒれている。
このことかΒ、研究者Βは看護実ફにおける൷൑త
えΒߟ力の֫得を段֊としてଊえていることがߟࢥ
れる。そして、段֊తに൷൑తߟࢥ力を֫得さͤる
ために、学年のਐ行に൐い、その内容をऔり入れる
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看護ૅج教育における൷൑తߟࢥの研究動޲

授業として、஌ࣝやٕज़の学習かΒ実ફへの応用を
ओとする授業ܗଶへとҠ行さͤていることがߟえΒ
れる。また、研究者Βは各学年において൷൑తߟࢥ
の学習をੵΈ重ねることが࣍の学年の学習での൷൑
తߟࢥのج൫となり、そして卒業時には看護実ફの
してࢦ力を֫得することを໨ߟࢥ൫となる൷൑తج
いる、と࡯ߟされた。
３ɽάルーϓ学習を௨して習得する൷൑తߟࢥ
　1�文献が研究の対৅とした学習ܗଶの෼ྨでは、
３ਓҎ上のখ集ஂで学習をਐめるάルーϓ学習を࠾
用している研究は݅̕で、学習活動のܗଶに関する
。ड़がないものは̓݅であったه
　൷൑తߟࢥଶ度の習得のための学習活動として、
౼論が༗効であるといわれている3�）、3�）。౼論するこ
とは、自他のߟえをൺֱすることによって、多໘త
にߟえϝλతに自෼のߟえをল࡯することをଅਐす
る3�）とい͏のがその理༝である。
　άルーϓ学習を࠾用している授業の成果として、
άルーϓ౼ٞ中৺のٛߨではクリティΧルシンΩン
ά޲ࢤ性のʮ؍٬తでྫྷ੩な൑断ʯʮ੣実さと他者
をଚ重するଶ度ʯをߴめ3�）、演習では授業後のʮ໰
୊解ܾのスΩルʯとʮάルーϓ౼ٞのスΩルʯの得
఺が༗ҙに上ঢし、ʮ論理తߟࢥへの自৴ʯもߴ
まっている3�）、とड़΂Βれていた。άルーϓ౼ٞ中
৺のٛߨにおいては、他者のҙݟを参ߟにすること、
そして自෼のߟえとൺֱして؍٬తにߟえ൑断する
ଶ度を習得できることがࣔࠦされていた。
　άルーϓ౼ٞ中৺の演習では、ҙ׵ަݟのݧܦを
ੵΈ重ねることで౼ٞスΩルを習得し、໰୊解ܾの
ためにط習得஌ࣝを応用しҙ׵ަݟする。このよ͏
な学習ݧܦは論理తにߟࢥするଶ度の習得、論理త
。ग़されていたݟへの自৴につながることがߟࢥ
　学習活動のهड़がない̓݅の研究の中には、ྟ地
実習について調査した２݅がؚまれている。ྟ地実
習の学習活動は、看護実ફとΧンϑΝレンスでߏ成
されている。ྟ地実習での学習活動の成果として、
൷൑తߟࢥଶ度ई度の得఺が༗ҙに上ঢし��）、クリ
ティΧルシンΩンάを用いる状況としてʮҙަݟ
。ʯとʮ内লʯがநग़された�1）と報告されていた׵
　άルーϓ学習を࠾用した授業の成果かΒ、άルー
ϓ学習にはҙ׵ަݟのݧܦをੵΈ重ねることで౼ٞ
スΩルを習得できること、他者とのҙ׵ަݟによっ
てҟなるࢹ఺でߟえ、؍٬త・論理తߟࢥの習得や、

自Βの看護実ફをৼり返る内লもଅす、とい͏効果
があることが֬認できた。ٛߨ、演習、実習いͣれ
の授業ܗଶにおいてもάルーϓ学習は൷൑తߟࢥ力
の֫得に༗効であることがࣔࠦされていた。

ʲ݁ޠʳ

̍�ɽ看護ૅج教育における൷൑తߟࢥの研究動޲と
して、2���年かΒ2�2�年に発දされた研究は1�݅
で、2�12年Ҏ߱૿Ճ޲܏にあった。

２�ɽ൷൑తߟࢥଶ度を学習する授業ܗଶでは、̍年
生では２、ٛߨ年生では演習、３年生と４年生で
はྟ地実習で、看護実ફにおける൷൑తߟࢥ力の
֫得については段֊తに学年ਐ行と授業ܗଶとを
関࿈ͮける޲܏にあった。

３�ɽ൷൑తߟࢥଶ度を習得する学習活動において、
ଶでも൷൑తܗ演習、実習のいͣれの授業、ٛߨ
力の֫得に༗効だとࣔࠦされたのはάルーϓߟࢥ
学習であった。

ʲ文ݙʳ

̍）�೔本看護協会ɽ2�2�年に޲けた看護の௅ઓ　看
護のক来ビδョン　いのͪ・฻Βし・ଚݫをま
もり支える看護ɽ2�1�ɽެӹ社ஂ法ਓ೔本看護
協会ϗーϜϖーδɽIUUQT���XXX�OVSTF�PS�KQ�
IPNF�BCPVU�WJTJPO�QEG�WJTJPO��$�QEG（2�21年
�月2೔Ӿཡ）

２）�文෦科学লɽ大学における看護ܥਓࡐ養成のࡏ
りํに関するݕ౼会　࠷ऴ報告ɽ2�11ɽ文෦科
学লϗーϜϖーδɽIUUQT���XXX�NFYU�HP�KQ�
C@NFOV�TIJOHJ�DIPVTB�LPVUPV����UPVTIJO�@@
JDT'JMFT�BGJFMEGJMF�2�11��3�11�13�2�21@1@1�QEG

（2�21年�月1�೔Ӿཡ）
３）平山るΈɽ൷൑తߟࢥを支えるଶ度および能力

ଌ定に関するల๬ɽژ౎大学大学Ӄ教育学研究
科紀要ɽ2���ʀ��ɿ2�2ɽ

４）ೇ޹ݟɽ൷൑తߟࢥへの認஌科学かΒのアϓ
ローνɽ認஌科学ɽ2�1�ʀ2�ɿ��2ɽ

̑）文෦科学লɽ大学における看護ܥਓࡐ養成のࡏ
りํに関するݕ౼会ɽ看護学教育Ϟデル・コ
ア・ΧリΩュϥϜʙʮ学士՝ఔにおいてコアと
なる看護実ફ能力ʯの修得を໨ࢦした学修໨ඪ
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ʙɽ2�1�ɽ文෦科学লϗーϜϖーδɽ
� IUUQT���XXX�NFYU�HP�KQ�C@NFOV�TIJOHJ�

DIPVTB�LPVUPV�����HBJZPV�@@JDT'J MFT�
BGJFMEGJMF�2�1��1��31�13�����@1�QEG（2�21年�
月1�೔Ӿཡ）

̒）ೇ޹ݟɽ൷൑తߟࢥの能力とଶ度のଌ定ɽ教育
ଌ定　ΧリΩュϥϜ։発࠲ߨ研究会（第̒回研
究会）ɽ2���ɿ1�1�ɽ

̓） 川 ໺ խ ɼࢿ 他ɽ*ORVJSZ�#BTFE�-FBSOJOH�BT�B�
5FBDIJOH�-FBSOJOH� 4USBUFHZ� GPS� $SJUJDBM�
5IJOLJOH�JO�.JF�1SFGFDUVSBM�$PMMFHF�PG�/VSTJOHɽ
立看護大学紀要ɽ2���ʀ�ɿ1��ɽݝ重ࡾ

̔）খྛ文子ɼ他ɽࡾ重ݝ立看護大学におけるクリ
ティΧルシンΩンά能力ଌ定用۩の։発ʵ։発
のॳظの段֊ʵɽࡾ重ݝ立看護大学紀要ɽ
2��1ʀ�ɿ�3���ɽ

୐看護をάルーϓ学習で学ͿࡏҪढ़子ɼ他ɽߴ（̕
重要性ɽ看護教育ɽ2���ʀ��ï12）ɿ112��112�ɽ

ɼ他ɽ看護աఔ演習におけるධՁとߐ月すΈؠ（�1
՝୊ʵ成ਓ看護学実習લ演習のৼり返り用ࢴの
෼ੳʵɽ൧田女子୹ظ大学紀要ɽ2���ʀ2�ɿ
1���1��ɽ

11）લ田༝紀子ɼ他ɽ看護学科におけるॳ年࣍教
育・二年࣍教育の成果と՝୊ɽ੢ೆ女学Ӄ大学
紀要ɽ2�12ʀ1�ɿ1��2�ɽ

ଶ度に関ߟࢥᅳ༟子ɼ他ɽ看護学生の൷൑తࡾ（12
する研究ʵ看護学生および看護教育ػ関におけ
るಛ௃ʵɽ೔本看護研究学会ࢽࡶɽ2�12ʀ3�

（1）ɿ�����ɽ
13）竹生ਅنɼ他ɽ実ફ看護学演習による学生のࢥ

ౡ७৺女ࣇ成の༗用性（第̍報）ɽࣛܗաఔߟ
子大学看護ӫ養学෦紀要ɽ2�13ʀ1�ʀ2��33ɽ

1�）ླ໦ѥҥ美ɼ他ɽ看護学生のクリティΧルシン
Ωンάが看護実ફ力へٴ΅すӨڹɽ大ࡕ෎立大
学看護学෦紀要ɽ2�1�ʀ21ï1）ɿ13�2�ɽ

1�）一࡚ظ௚美ɼ他ɽディϕートを活用したॳ年࣍
教育のࢼΈʵ看護学生のクリティΧルシンΩン
ά޲ࢤ性にண໨してʵɽ第��回（平成2�年度）
೔本看護学会論文集　看護教育ɽ2�1�ɿ�1���ɽ

1�）ཥܛӯɼ他ɽクリティΧルシンΩンά力のม
ԽɿྖҬผ実習のલ後におけるൺֱɽࣛࣇౡ大
学ҩ学෦保健学科紀要ɽ2�1�ʀ2�ï1）ɿ21�33ɽ

1�）宮෦（৿山）໌美ɼ他ɽ看護ઐ໳科໨における

1#-�5・5#- ࠞ߹型教育ϓロάϥϜのධՁɽ
保健ҩ療福祉科学ɽ2�1�ʀ�ɿ1��1�ɽ

1�）໢໦੓ߐɼ他ɽૅج看護ٕज़教育での学生の学
びのਂまりをଅす教育త介入ࡦを୳るʵৼり返
り用ࢴの෼ੳʵɽ山口ҩ学ɽ2�1�ʀ��ï2）ɿ
113�122ɽ

子ɼ他ɽ新ઃ看護学෦における՝ఔ֎でܡদٱ（�1
のॳ年࣍教育の成果ʵ学生への調査かΒʵɽ第
��回（平成2�年度）೔本看護学会論文集　看護
教育ɽ2�1�ɿ�1���ɽ

2�）༄原ਗ਼子ɼ他ɽૅج看護学のʮ看護աఔの࿮૊
Έ（Ϟデル）ʯの学習にアクティϒϥーχンά
を用いた教育のݕ౼ɽ+PVSOBM�PG�8FMMOFTT�BOE�
)FBMUI�$BSFɽ2�1�ʀ�2ï1）ɿ1���112ɽ

21）ཥܛӯɼ他ɽ看護大学生のྟ地実習લ後におけ
るクリティΧル・シンΩンάʵ学習状況との関
࿈と $5 ��用状況ʵɽҩ学教育ɽ2�1�ʀ࢖

（2）ɿ1���1��ɽ
22）ᜊ౻Ѫґɼ他ɽ看護ܥ大学生の൷൑తߟࢥଶ度

と関࿈するҼ子ɽ第��回（平成3�年度）೔本看
護学会論文集　看護教育ɽ2�1�ɿ23�2�ɽ

23）文෦科学লɽ看護学教育のࡏりํに関するݕ౼
会（第一࣍）報告ɽ2��2ɽ文෦科学লϗーϜ
ϖーδɽIUUQT���XXX�NFYU�HP�KQ�C@NFOV�
TIJOHJ�DIPVTB�LPVUPV��1��HBJZPV��2���1�IUN

（2�21年�月1�೔Ӿཡ）
2�）文෦科学লɽ看護学教育のࡏりํに関するݕ౼

会（第二࣍）報告ɽ2���ɽ文෦科学লϗーϜ
ϖーδɽIUUQT���XXX�NFYU�HP�KQ�C@NFOV�
TIJOHJ�DIPVTB�LPVUPV��1��1��UPVTIJO����32��1�
IUN�（2�21年�月1�೔Ӿཡ）

2�）厚生࿑ಇলɽ看護ૅج教育におけるٕज़教育の
ありํに関するݕ౼会報告ॻɽ2��3ɽ厚生࿑ಇ
লϗーϜϖーδɽIUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�
TIJOHJ�2��3��3�T�31����IUNM（2�21年�月1�೔Ӿཡ）

2�）中ԝ教育৹ٞ会ɽ学士՝ఔ教育のߏஙに޲けて
（౴申）ɽ2���ɽ文෦科学লϗーϜϖーδɽ

� IUUQT���XXX�NFYU�HP�KQ�DPNQPOFOU�C@NFOV�
TIJOHJ�UPVTIJO�@@JDT'JMFT�BpFMEpMF�2����12�2��

� 121����@��1�QEG（2�21年�月1�೔Ӿཡ）
2�）લ掲ॻ２）ɿQ�21ɽ
2�）લ掲ॻ３）ɿQ�2�2ɽ
2�）ਿ৿Έどཬɼ他ɽ看護教育学（第̒൛）ɽ౦ژɿ
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看護ૅج教育における൷൑తߟࢥの研究動޲

ҩ学ॻӃʀ2�1�ɽQ�21�ɽ
3�）平原य़޷ɼ他編ɽ新൛教育খࣙయ（第２൛）ɽ

౦ژɿ学ཅॻ๪ʀ2���ɽQ�11�ɽ
31）લ掲ॻ2�）ɿQ�21�ɽ
32）सౡなをΈɽ看護学教育における授業ల։ʕ質

のߴいٛߨ・演習・実習の実ݱにむけてɽ౦
ɿҩ学ॻӃʀ2�13ɽQ��ɽژ

33）લ掲ॻ2�）ɿQ�21�ɽ
3�）લ掲ॻ32）ɿQ��ɽ
3�）લ掲ॻ４）ɿQ����ɽ
3�）.BSDJB�"ɽ1FUSJOJɽ看護教育とྟচ実ફの྆

場໘におけるɼ科学త୳究・൷൑తߟࢥの活用ɽ
2VBMJUZ�OVSTJOHɽ2��2ʀ�ï�ðɿ2����ɽ

3�）લ掲ॻ４）ɿQ����ɽ
3�）લ掲ॻ1�）ɿQ��2��3ɽ
3�）લ掲ॻ1�）ɿQ�12�13ɽ
��）લ掲ॻ1�）ɿQ�2�ɽ
�1）લ掲ॻ21）ɿQ�1�3�1��ɽ
�2）ኍԬल一ɼ他ɽクリティΧルシンΩンάに対す

る޲ࢤ性のଌ定に関する୳ࡧత研究ɽࡾ重大学
教育学෦研究紀要ɼ教育科学ɽ2���ʀ�1ɿ1�1�
1�3ɽ

�3）ৗ൫文ࢬɼ他ɽ看護ૅج教育における൷൑తࢥ
ɽ౼ݕଶ度をଌ定するई度の৴པ性とଥ౰性のߟ
೔本看護教育研究学会ࢽɽ2�1�ʀ2�ï1ðɿ�3��1ɽ

力育成の手Ҿきʵ೔本ૅج業লɽ社会ਓ࢈ࡁܦ（��
のক来をୗすए者を育てるためにɽ౦ژɿே೔
新ฉग़൛ʀ2�1�ɽ

��）平山るΈɼ他ɽ൷൑తߟࢥଶ度が結論ಋग़ϓロ
ηスにٴ΅すӨڹʵূڌධՁと結論生成՝୊を
用いてのݕ౼ʵɽ教育৺理研究ɽ2���ʀ�2ɿ
1���1��ɽ

��）田ଜ༝美ɼ他ɽྟচ看護්のクリティΧルシン
Ωンάʵݸਓଐ性と$5能力の自己ධՁと関࿈性ɽ
߳川ҩ科大学看護学ࢽࡶɼ1���ʀ2ï1）ɿ�����ɽ

��）ੴڮ҂美ɼ他ɽྟচ看護師のクリティΧルシン
Ωンάをଌ定するई度の։発ɽ೔本ҩ学看護学
教育学会ࢽɽ2�1�ʀ2�ï2）ɿ��12ɽ

ʲ஫ऍʳ

̍）クリティΧルシンΩンά޲ࢤ性ई度�2）は、ኍԬ
Β（2���）によって࡞成されたई度である。ク

リティΧルシンΩンάに対する޲ࢤ性は、ʮ٬
తでྫྷ੩൑断ʯʮ੣実さと他者をଚ重するଶ؍
度ʯʮ୳ٻత・௥究తߟࢥʯの３つのҼ子かΒ
。成されているߏ

２）൷൑తߟࢥଶ度ई度�3）は、ৗ൫Β（2�1�）によっ
て࡞成されたई度である。看護ૅج教育におけ
る൷൑తߟࢥを支えるଶ度は、ʮջٙతଶ度ʯ

ʮ協ಉతଶ度ʯʮࠜڧؾさʯʮ୳ٻ৺ʯʮ論理తࢥ
。成されているߏへの自৴ʯの̑つのҼ子でߟ

３）社会ਓૅج力��）は、࢈ࡁܦ業ল（2���）かΒଧ
ͪग़された֓念で、ʮ৬場や地Ҭ社会で多様な
ਓ々とࣄ࢓をしていくためにඞ要なૅجతな
力ʯと定ٛされている。ʮアクションʯʮシンΩ
ンάʯʮνーϜϫークʯの３つの能力とそれͧ
れの要ૉであるʮओମ性ʯʮಇきかけ力ʯʮ実行
力ʯʮ՝୊発ݟ力ʯʮܭ画力ʯʮ૑଄力ʯʮ発৴
力ʯʮ܏ௌ力ʯʮॊೈ性ʯʮ状況೺Ѳ力ʯʮن཯
性ʯʮストレスコントロール力ʯの12の能力要
ૉでߏ成されている。

４）൷൑తߟࢥଶ度ई度��）は、平山Β（2���）に
よって࡞成されたई度である。൷൑తߟࢥのߏ
成要ૉであるଶ度はʮ論理తߟࢥへの自֮ʯ

ʮ୳ٻ৺ʯʮ؍٬性ʯʮূڌの重ʯの４つのҼ子
でߏ成されている。

̑）クリティΧルシンΩンά能力自己ධՁई度とし
て、田ଜΒ（1���）が࡞成したʮクリティΧル
シンΩンά能力自己ධՁ調査ථʯ��）が用いΒれ
た。この調査ථはʮ自己認ࣝ力ʯʮओମ性ʯʮ໰
୊解ܾ能力ʯʮコミュχέーション能力ʯʮࠜڌ
ͮけへの自৴ʯʮॊೈ性ʯʮΦーϓンマインυʯ

ʮਂྀࢥさʯʮ文ষදݱ力ʯʮ読解・学習力ʯʮެ
正さʯʮջٙత࢟੎ʯʮ஌తڏݠさʯʮ೜଱ڧさ・
感తʯʮ៛ີ性ʯʮ自ڞଓ性ʯʮ஌త成ख़度ʯʮܧ
己ܾ定・ҙܾࢥ定力ʯʮ஌తح޷৺ʯʮਅ理への
୳究ʯʮ஌త੣実さʯʮ༧ଌ・ಎ࡯力ʯʮ௚感力ʯ

ʮݱ実తʯʮ協調性ʯʮ૑଄性ʯの2�߲໨でߏ成
されている。

̒）クリティΧルシンΩンάଌ定ई度として、ੴڮ
Β（2�1�）が࡞成したʮྟচ看護師のクリティ
ΧルシンΩンάଌ定ई度ʯ��）が用いΒれた。こ
のई度はʮ論理తߟࢥʯʮ։かれたॊೈなߟࢥʯ

ʮ೪りڧいख़ྀʯʮল࡯తݕ౼ʯʮ૑଄తߟࢥʯ
ʮ௚؍ʯの̒Ҽ子でߏ成されている。
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Critical Thinking in Basic Nursing Education: A Literature Review
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ʲAbstractʳ
[Purpose] This study reviewed research trends related to critical thinking in basic nursing education through a literature survey.

[Methods] Articles were collected from the Ichushi-Web, the Latest Nursing Index Web, and the Medical* Online. The search 

terms “hihanteki shiko,” “critical thinking,” and “basic nursing education” were used. Articles were then classi�ed by year of 

publication, nursing student year, lesson style, and learning activities.

[Results] Sixteen articles were extracted, and a relationship was found between nursing student year and lesson style. Three 

articles focused on the lecture lesson style for �rst-year students. Of the �ve articles using classroom training, four of them 

focused on second-year students. Two articles utilizing nursing clinical practice focused on third and fourth-year students. 

Eleven articles addressed learning activities using group learning. For lectures and classroom training, it was reported that 

scores of “objective and calm decision-making,” “the students’ attitudes to respect honesty toward others and attitudes that the 

students’ should respect others,” “problem-solving skills,” “group discussion skills,” and “con�dence in logical thinking” were 

statistically signi�cant. In terms of nursing clinical practice, “exchange of opinions” and “re�ection” were used to promote 

critical thinking.

[Discussion] These �ndings suggest an association between advancement of school year and lesson style for the acquisition of 

critical thinking skills in nursing practice. Furthermore, �ndings suggest that group learning is an effective lesson style for 

promoting these skills across different methods of teaching, including lecture, classroom training, and nursing clinical practice.

Keywords: critical thinking, basic nursing education, lesson style, group learning
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